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SummAry

Twomm30facetonesolutionofdiazinone,

lindane.Ormixture(1:1)ofthesetwoinsec･

ticideswasappliedtopicallytotlledorsalside

ofthehibernatinglarvaeofthericestem borer

usingamicropipet. The moribund anddead

larvaewererecordedat48hoursafterapplica･

tion.Theresultofanalysisofvarianceshowed

thatthreedosage･mortality.regressionlinesare

parallel.TheLD50Valuescalculatedwere0.00488

/Lg/mgfordiazinoneandO･11450/Lg/mgforlin･

dane,sothatdiazinonewas23.5timesasto】くic

tothehibernatinglarvaeaslindane.Theresult

analysedbyFinney'smethodshowedttlatthe

typeofjointtoxicactionofmixtureof1part

ofdiazinone and 1partoflindane issimple

similar.
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8. 噴霧降下法によるピレスロイ ド石油液の イエバエに対す る効力について ピレスロイドの

生物試軌に関する研雅 邦2相★ 武術和雄 (大阪府立公衆術生研'71所)･班mTltT郎 ･児玉目先 ･蓬生明郎

大森出刃 (日本柿胴株式会社研死所)40.1.26受理

pyrethrins,allethrin,phthalthrin.barthrinおよび dimetllrinの5和のビレスロイドの,イエ

バエに対する効力を唄環降下法によって比恨検対しT:.致蒋下仰伝効)!lこ4･3いてはphthalthrinがも

っともすぐれていT=.致死効果においては,許下仰帳効力との光るdimethrinが爪も大 きい効力を示し

た. また用い1=桁妹のちがいがその効力に大きな好餌をあたえたので,その頚lqについて湾黙した･

近年ピレト1)ンの合成への研兜がすすみ,allethrin

は最も早くから実用化の段断にはいった代表的などレ

スロイドのひとつである.つづいて barthrin,dime･

thrinなどが合成され,その効果は Piquettetal .‖)

や Gersdorffetal.8J9)によって抑認され,すでに犬

用に伏せられている.放近本邦では住友化学工業株式

会社によって発見された phthalthrinは注目に肌する

新化合物である.

ピレスロイドの特徴として,いずれも安全殺虫剤と

しては恐らくこれ以上のものは望めないと思われるく

らい入荷に対する招性が低いこと,もうひとつの特徴

は昆虫に対し速効的な麻搾作用をもつことであり,有

機粕窮剤や燐剤の開発がすすんだ今日においても,な

15ピレスロイド系殺虫剤が家艇Tr]安全殺虫剤としてそ

の稲要がきわめて大きいのは,このようなFf!Ellにもと

づくのであろう.

phthalthrin(3,4,5,6-tetrahydrophthalimido･

methyldL-cJ'S-trapsChrysanthemate)は,アルコー

ル成分として従釆の cyclopentenoloneと同様の五貝

環隅道をもち,次のような弼造式を有する･

この報告は,噴霧降下法によってpyrethrins,al1e-

'附糾イエバエに対するピレトリン,アレス.)ンと合

成火力刑の非力効果について1)を第1報とする･

0

::;)C･C.I-ctトC･-?oH2C{ alr/＼
＼｡/ ＼?/＼＼/
/ ＼ O

CH3 CH3

Fig.1 StructuralformulaofHphthalthrin".

thrin,phthalthrin,barthrinおよび dimethrinの

5種のピレスロイドがイエバエを満下m偲 せしめる効

力と,致死にいたらしめる効力とについて比校突放を

行なったもので,さらにそれがm剤によってどのよう

な効力のひらきがあらわれろかな検討し.その要因に

ついて兜明しようとしたものである.

ホ研兜を行なうにあたF).試料を捉供され,また突

放に t朗,JJされた n淡 化学,住友商事, 島貿易,Mc･

LaughlinGomleyKingC0.の各社に謝意を表する

次郎である.

実験材料および実験方法

実験に供した pyrethrinsは長岡駆虫剤製造株式会

社製造の totalpyrethrins20%を含むエキスで,他

のピレスロイドはいずれ も工業製品を用いた.即ち

allethrinと phthalthrinは住友化学工業株式会祉撃退
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辺に羊る純度がそれぞ叫90%と87%のものであり･

また barthrin,dimethrinは McLaughlinGomley

KingCo.から提供されたものである.各原料は

deobase(Sonneborn社製の odorlesskerosene.
bp180-2600)又は kerosene(bp165-2300の白燈

油)に桁解して各種稀釈洪度段隅の石nt1枚を調製し,

これを火映に供した.

火映に用いた イエバエ Muscadomesll'cavicl'na

Macq.は高槻系で. 当所において幼虫期は小麦ふす

まと仙粉の混合増進(2:1)で,成虫期は2%砂糖水と

ミルクをあたえて累代飼育中のものである.実験にあ

てた桐脱げは羽化後2-4日の砂糖水だけをあたえて

朗ffしたメスだけを供試した.

火映の弘田は,長沢18)が考案した唄窟降下位置をFT]

いた. 概略は前鞭l)のとおりである.1回の実験には

10ないし20匹のイエバェを供試し,PB誘発虫はすべて

0.5mlとした.噴霧露出の開始と同時に,イエバェが

非紋の被詔をうけて腕押し,怨底に落下仰転する個体

数を分の対数他にして0.1の聞解をもって観察記録し

た.そして10分経過したときに麻坪状態にあるイエバ

エなとりだして雌花シャーレにうつしいれ,2%砂糖

水をあたえて24時旧保ったのちの生死を判別して記録

した.飼打.火映を池じてすべて25o前後の恒温下で

行なった.

実験結果と考察

1. イエバェを-rj下仰悔せしめる効力の比校 :時IA]

-)jell:qtlILl線の計糾ま,グラフの腿棚に時rLuの対数を

とJ),プt}ビットにおきかえた浴下仰転出敷革をたて
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軸にとってプロットし,それらの点を満足する予備回

帰垣線をもとめる.このようにして図上解析から中央

致落下仰転相n!KTB｡が求められ, Y-5+b(X一三)

より予僻回帰方程式が計許される (bは回帰直線の勾

舵,王は KT8｡の対数).

5超のピレスロイドのkeroseneまたはdeobase紋

の各種濃度における時間一致落下仰転虫数率を求めた

実験の結果は第 2,3図に示すとおりで,これらの関

係を要約したのが第1表である.

つぎに,第1表の結果をもとにして薬紋の限度の対

数を横軸にとり, KT6｡の対数をたて軸にとって,令

薬剤の時間一浪度中央致落下仰転虫率曲線をえがいて

みると第4図のようになる.これらの曲線を比較して

みると,ある渋皮碓関内では直線的な関係がみとめら

れ, とくにdeobase浴紋においてはpyrethrins,

al1ethrin,phthalthrinの3者がおおむね平行朋係と

なっている.南淡庇になるとこの道線が折れ曲って

いるが,ふたつの折線にわかれ る点を比較すると,

pyrethrinsとallethrinではほぼ同じ孤庇であ り.

phthalthrinではそれより低没皮であらわれている･

また al1ethrinの落下仰転効力の限界粒度は 0.025,%

あたりと考えられ,0.01%ではいかに時間をおいても

もはや50%の落下仰転がおこらない浪皮であることが

観察された.

節4図から明らかなことは, phthalthrinは奴も

短時rnlでイエバエを落下仰転せ しめる効力をもち'

pyrethrins,allethrinがこれについでいる.barthrin

はこれら3者とは著しくはなれており,dimethrinで

はさらに遅効性といえる.pyrethrinsとallethrinの

PhLh.llthrizloH巾035
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Fig.2 Therelationbetweentimeandpercentknockdownofadultsof
thecommonhouseflyappliedwithpyretl一rOidsinkerosene.



Table1. SummaryofdataofexperimentsontherelationbetweentimeandpercentknOckdownoftheadultsof
thecommonhouseflyappliedwithpyrethroidsinkeroseneanddeobase.
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致落下仰転効果を,噴霧降下法で比較した長沢13)の報

告によると,除虫菊エキスはα-dt-trams-al1ethrinの

1.8倍の効力があり, また工業到品アレスt)ンの効力

は α-dL-trams-al1ethrinの1.46倍であったとのべて

いる.barthrin,dimethrinについて Gersdorffet

40

al.10)や Chadwicketal.2)らがイエバェについての

失敗や,松垢11)がアカイエカ幼虫について実験した結

果によると, いずれも pyrethrinsやallethrinにく

らべて遅効的であったとのべている.松原11)はそのBJl

由のひとつとして,アルコール成分が他のピレスロイ

ドと共なることに原因があるものと推訳した.

2. 致死効果にかんする比較検討 :TjTJ印にも報/bし

たように,pyrethrins,allethrinはイエバェに対して

速効的な麻坤作用をもちなが ら致死の効力にとぼし

く,致死渋皮に達しない場合は蘇生する割合がかなり

高い.渋皮と死虫串との関係から,ピレスロイドの致

死効力を検討した報告は多いが,多くは微丑滴下法を

用いた局所的な処理法にもとづいている.唄誘降下法

によって一定時間昆虫を誠滴の巾に惑鍔させ,致死効

果をしらべた場合は,局所処FJl法にくらべてたとえTLJd
じ共立が昆虫に処理されたとしても結果はri1-ではな

いであろう.とくにピレスロイド系の殺虫剤の相良と

して,実際的な応用面では spacesprayによってイ

エバエなどの駆除が行なわれるが,これはPLi掛 こよる

場合に最も効果的な結果がえられるからである.この

ような死出串をしらべるさいにも噴霧法が奴も妥当で

あるといえる.

火験は keroseneと deobaseの両者の桁剤につい

て比較したが,その結果をまとめて卵5図に示した.

全般的に deobaseを浴妹としたときの死出‡糾ま,

keroseneのそれと比較して高くなっている. 耶2出

からも明らかなように,deobase単独による似合のイ

エバエの死虫率は19.5%を示す.ヒストグラムで示し

た第5図から,全体の死虫率曲線の幌向をしらべてみ
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Table2. Physicalpropertiesofkerosene★anddeobase….andpercent
mortalitiesofhouseflies.

鮎lvent B,oat:Tee sgp(reSc:,ii8ft;yc(Red器so:o:a:;tNyo･lSu(占Eyanceea,tgF.:;on ind"iOvidOufals ,e",7icaoIes mP.errtcae.rtty

Kerosene 165.-230● 0.7765 27.9sec.

Deobase 180-260. 0.7781 31.Osec.

28.6 194 10 3.1

29.7 236 12 19.5

● WhiteoilofNipponPetroleum OilCo.
★★ OdorlesskeroseneofSonnebornChemicalandRefiningCo.
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Fig.5 Histogramsofdosage･mortalityoladultsofthe
commonhouseflyappliedwithvariousconcentrations

ofpyrethroidsinkeroseneanddeobase.

ると. deobaseにおいては pyrethrins,allethrin.

phthalthrinともに0.05-0.025%の洪皮で死虫率は

放低となって谷ができるが.それよりさらに低濃度に

なると deobasenl独の似合に示された死出率へと落

若く.しかしbarthrinとdimethrinはこのような谷

はできずに低没収に向うにしたがい, そのまま deo･

base単独での死虫率に近づいている.

つぎに keroseneを溶媒とした似合は,kerosene

単独の場合の殺虫力はごく小さく (3.1%).この図に

あらわれた洪圧死虫率の関

係は,そのままピレスロイ

ドの殺虫効力として考える

ことができる.ここにおい

てピレスロイドーkerosene

だ言紋にI,･けるイエバェに対

するmIA:死虫串の関係より

rL･th'11出緑を求め(節6図).

Finneyの図研法によって

まとめてみると,節 3衣の

ような結果がえられた.回

帰tEi緑の傾斜は4つともほ

ぼ平行であり,それぞれの

LDBOの数値か ら相対的な

殺虫効力を比校してみると

dimethrinがLRも大きく.

それにつづいて barthrin

とphtbalthrinがほぼひと

しい効力をもつ.allethrin

と pyrethrinsでは奴も劣

り,硝ピレス｡イドの効力

もほぼひとしい.

致搭下仰転効栄の劣る

dimethrin.barthrinがき

わめて-I.Vい死山効米をイすす

ることは非だ才寺舛rrJで.

この耐ほ の性TIが･V･行し

ないことを/7:してい る.

dimethrin,barthrinはアルコール成分としてそれぞ

れ 2,4-dimethylbenzylalcohol,6-chloropiperonyl

alcobolをもつことが,他のピレスロイドとの大きな

速いといえよう.松原11)は アカイエカ幼虫について

bartllrinをpyretllrins,allethrinと比較し,はるか

に遅効性であるが致死効力はきわめて大きく,ピレト

リンの1.46倍に相当する寺ほ力を示すとのべているが,

われわれの実験ともよく一致している.

3. 効力差の要因となる桁妹の形聖削こついての考

41
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Table3. Dosage-mortalityregressionequationandLD-500fpyrethroidsinkerosene.

LDBO

･oxicant Regressionequation x2 ?Tee:orie.e; 慧 ;2abtlZ!tty (7.g.ぎ…,r liCmoi?ftdfenLC,e"

Pyrethrins Y-5+2.20(X-2.84) 3.147

Auethrin Y-5+2.70(X-2.74) 6.520

Phthalthrin Y-5+2.58(X-2.36) 0.300

Barthrin Y=5+2.60(Xl2.34) 6.998

Dimethrin Y-5+2.80(X-2.09) ll.638
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Fig.6 Therelationbetweendosageand
mortalityofadultsofthecommonhouse
flyappliedwithpyrethroidsinkerosene.

娯 :この火映を池じて江目されたことは,用いた溶媒

のちがいがその効力に大きな丑をみちびく要因となっ

ていることである.それぞれの排点.粘度,比露.表

qu.AUJなどについて測定した結米は,節2誠のとおり

である.deobaseはkeroseneにくらべて排点描血が

はいし粘度も拭く.出面張力もやや大きい.このよう

な性状の丑矧も 咽頭された場合にdropletそのもの

が物Ltiu化学的に大きな変動をともなうに相違ない.良

山が兆剤の接触をうけると,それがどのような経路を

とって神経-と伝達されるかは興味ある問題である.

Royetal.17)はワモンゴキブリにおいて,除虫菊の乾

放粉米が/i<t門からはいった場合は,ピレト1)ンの石油

約枚を旺射した場合とrLd程度の中お症状があらわれる

が.これほどレト.)ンが城田小枝の内股の水分に浴解

し,拡散によってJj<も門哩を池して体紋Ft1-入るためだ

ろうと推定した.また昆虫体-の舶用部位の差輿が効

果に膨響する点について, Wilson18)はビレトI)ンの

石油紋をイエバエの胸背に舶用したときの中詔症状が

あらわれるまでの速度にくらべて,胸部気門に施用し
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たときの方がより早くあらわれることを観察した.と

ころが諏訪内18)は,気門から毒物の臥 する出は,良
虫の呼気虫から考えてそれほど大きくないと推超し,

むしろ皮膚からの薬剤の透過性を重視し,パラチオン

が昆虫の体表にあるパラフィンを通して吸収されてゆ

くことを明らかにした.

いずれにしても飛しよう中のイエバェがピレトリン

の唄京をうけると,虫の休表全体がその筋 ほをうける

わけであり,dropletそのものが効力に大きい雄轡を

あたえるものと想像される.David&Braceyが行な

った一班の研兜によれば,寂滴の粒子の大小の差は,

ノズルの梢迫や噴射圧以タいこ主として肢体の粘度と袈

面眼力によって変るものであり,また誠気圧の丑によ

る拝発性の大小も要因となり,浴剤の打発にともない

薬剤に氾庇変化をきたし,さらに渓滴粒子の大きさに

も変化がおこる6). 虫休は以上のような謝滴粒子との

衝突によって飛しよう活動を活発にし,さらに多虫の

渓流の累税をともない,その結果が死虫串の変化とな

って現われるという見解を示した3･6,7). さらにまた比

色定塁法によれば,mistの付苛立は麺に-ぽん多く,

ハエの場合頭や胴の3-4倍といわれ,飛しよう活動

が活発になるほど麹につく共立は多くなり,これが死

虫率に好皆するとのべている一). 同様に酒井16)はアレ

ス･)ンについて検討し,イエ;ヾェの落下仰転率が稀剤

によって只なる原因は,唄誠面私 共it,粒子の安江

性によって変化することを観察し,またイエバエのよ

うな飛しよう性昆虫の落下仰転率は供試山0)活動状博

に比例することを観黙した.

以上のような見解をもとにして,われわれの火映結

卿 こ考察を加えてみよう.それぞれql独の石油を題渦

としてイエバエに接触させると,両浴剤のFLl窟粒--(･は

次のような働らきをもって物理的,生理的に作川する

ことが推察される.

砦面張男- 粒 子一 語しよ嘉一 -酢 仰位- 碧是認 へ- 致 死 率

/Kerosene 小 小 (学習化) 速 少 小

論 蒜 (一定)J一 一 一 触 的要因一 一 (一一 - 一 生甜恨 囚一 一 一 一 一 一 l

＼Deobase 大 大 ( 〟 ) 遅 多 大
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このような凹係から. 荊下仰舵効火にわいては

keroseneの方が deobaseにくらべて[(7刑のLtZ班が

大きくあらわれ,致死効卿こ対しては逆に deobase

の方が膨甥が大きいことが説Uは れる.

また.pyrethrins.allethrin,phthalthrinの deo･

baselr7枚にわいて, ある況皮相凹では死虫率がきわ

めて低くあらわれているが.これはそれらの汲皮和田

においてもなおピレスロイドが虫に対して麻蜂をおこ

すに足る効力をもつため.その麻樺作用によって仰転

を早め,それ以降の薬剤の付着量が滅ずるた糾 こ蘇生

する割合が高くなる. したがって deobase単独の方

･がかえって死虫率が高くなる結果をもたらしたものと

巧･えられる.barthrin,dimethrinの場合は,麻畑作
IT]が机者ほど早くあらわれないために.このように死

出率の谷TL''Jができがたいのであろう.

ここにおいて,浴妹である石油紋のPLl音別こよって昆

虫がうける薬物の総益が,keroseneとdeobaseとで

は孟的にどのくらい差があるかをしるために,次のよ

うな実験を行なった.microsyringeを用い,それぞれ

石油Itl独の燕虫をかえてイエバェのメスの胸狩に鴨下

する微虫摘下法を行なった.施FT]稲川は政和0.6/Llか

ら放低0.24lLlまでの4段階とし.死虫科ま24柑ti)級

の祝賀(から求めた.回帰方程式および LDJ｡〃g/flyを

3r汀すれば,つぎのような結果がえられた.

回付方程式 LDBO 何軒限界

KeroseneY-5+6･777(X-2･435) 272/Lg 256-290FLg

Deobase Y-5+8･785(X-2･413) 259IJg 245-274FLg

この結果から石hiJ紋のイエバエに対する弓!3性は,柄

者lLuにはそれほど大きいひらきがないことがわかっ

た.そこで邦2話は りえられた両桁妹における死出邸

をプロビットに変換して yに代入すると.それぞれ

の薬丑が計許される. 即ち keroseneでは144FLg,

deobaseでは 207FLgが1匹あたりに付君した石油の

総見で,deobaseの方が keroseneの場合よりも約

1.4倍多く付着したことになる.

もっとも,局所的な滴下処理による場合と,唄頭処

刑による場合とでは,イエバエに対する招作IT]は同一

ではないとしても,少なくともPL侶降下班においては

TTI手跡 こよる死出率のひらきはその石油紋の物m!的性状

のもがいによって,山肘 こ付nする刑合が只なってく

ることが三Lなる要因であるとfIL'流される.

ま と め

1.Pyretllrins,allethrin,pbthalthrin,barthrin

I,･よびdimethrinの5ピレスロイドを,kerosene又
はdeobase石油紋として, 噴霧降下法により処理し

たときのイエバェに対する効力を比較実験した.

2.イエバェを満下仰怯せしめる効力は,phthalth-

rinがJilもすぐれ,pyrethrins,allethrinがこれにつ

いだ.barttlrin.dimethrinはそれと比較してかなり

劣っていた.

3.致死効米においてほ dimethrinが蚊もすぐれ,

bartbrin,phthalthrinはこれについでほぼひとしい

効力を示し, allethrin,pyrethrinsは出も劣ってい

た.

4.それらの効果に対して浴媒が著るしく雄轡する

が,致落下仰転効果にはkeroseneの方が浴剤の雄轡

が大きく, 致死効果としてはdeobaseの方が彫轡が

大きくあらわれた.keroseneと deobaseのイエバ

エに対するi!3力はほぼひとしいが,噴霧粒子が付着す

る1個体あたりの薬塁は,deobaseの万が多いことが

槻黙された.これらの要因は,主として石油の物理的

性状の乃1711が,Pn霧されたときの粒子に大きな変化と

なってあらわれるためだろうと抑定した.
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Summary

Theknockdownandlethaleffectsoffivepyre-

throids,pyrethrins,allethrin,phtbalthrin,barth

rimanddimethrin,inkeroseneordeobasesolu･

tionwereevaluatedagalnStadultsofthecom･

monhousefly,MuscadomesticavfcinaMacq･,

byusingNagasawa'ssettlingmistapparatus.

Thestructuralformulaofphthaltbrin(3,4,5,

6-tetrahydrophthalimidomethyldLICL'S-tramsChry･

santhemate)isshownintheFig.1.

Theresultsofexperimentswereasfollows:

1.Theknockdowneffectofphthalthrinwas

themosteffectiveamongfivepyretbroids,and

pyretbrinsandallethrinwerefollowed･Barthrin

anddimethrinwerelesseffective/Ontheother

hand,thelethaleffectofdimethrinwasthemost

excellent･Nearlyequaleffectwasobtainedby

barthrinandphthalthrin.Allethrinandpyreth-

rinswerelesseffective.

2･Thesolventplayedanimportantroleon

therateofknockdownandlethaleffectagainst

adultsofthousefly;theknockdowneffectof

kerosenewasstrongerthan thatofdeobase,

whilethelethaleffectofdeobasewasstronger.

Thetoxicityofdeobaseevaluatedbytheto･

picalapplicationwasalmostsameasthatof

kerosene,butitwasrecognizedthattheamount

ofpyrethroidsdepositedperfemaleflybyspace

spray washigherwhendeobasewasusedas

solventthankerosene･ From theseresults,it

isassumedthatphysicalpropertiesofsolvents

suchasboilingpoint,Yiscosityandsurfaceten.

sionetc･,effectthesizeofdropletssprayed.

抄

ワモンゴキブリの性誘引物東の構造

TheStructureoftheSexAttractantofthe

AmericanCockroach.A.C.DayandM.C.

Whiting,.Proc･Chem･Soc･(London),1964,
368.

Jacobson'らは 1963年に ワモンゴキブt)Peril)La-

netaa.桝ertcanaL.の雌から強力な性誘引物質を単離
し,その細道を Ⅰと報告した.lLかLlの梢道をもつ

化合物を次の方法により合成したところ,その合成品

は犬然の性誘引物質とは合致せず,また誘引力も示さ

なかった. すなわち,3-methylbuta-1,2-dien-1-yl

propionate Iと 2-diazopropaneを縮合し,化合物

皿を4TJた. 皿の光分解反応によって CllH1802の分子

式の二位の知性体が2:3の割合で和られ,ガスクロマ

トグラフ法で分離し, それらの NMRスペク トルの

解析からその構造がそれぞれ ⅠおよびⅣであることを

確認した. Ⅰの NMRスペク トルにはpropionateの

エチル基にもとずく3重線および4重線のシグナルの

他に,Tl血として,8.92,8.93(それぞれ 3H,singlet)

および8.20(6H),これと J-1cpsで couplingして

いる.5.96(1H)のシグナルが見らかLる.IRスペク ト

ルには Jacobsonらの織告した 12.5fLの吸収弓削まな

こ44

録

い.Jacobsonらがその性誘引物質のジヒドロ化合物

Ⅴとその合成品とを同定していることなどからみて,

もとの誘引物質の梢道は bicyclobutane誘導体Ⅵが

考えられるので,その合成を検討している.
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